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蓄熱池を用いた季節間蓄熱システムに関する基礎研究

背 景

成 果

期待される効果

経常研究 

本計算ツールは、熱利用システムの設計者が新たなシステムを設計する際に活用される。

季節間の熱需給バランスを調整するための
実用的な熱エネルギー貯蔵システムの開発が急務となっている。

協力機関：緑新興産㈱、三つ星ベルト㈱、㈱森のエネルギー研究所、足寄町、興部町、環境エネルギー政策研究所、㈱コーンズ・エージー

ツールを用いたケーススタディによる熱需給計算結果から、小型蓄熱池導入による重油使用量の抑制や園芸ハウスの導入可能数を把握

１ 蓄熱・利用の熱需給計算ツールの作成と熱需給評価

設備条件
重油使用量
[L/year]

A.現状設備 12,229

B.蓄熱池を導入

ハウスなし 0

ハウス１棟 0

ハウス２棟 1,747

ハウス３棟 7,733

蓄熱池を利用したバイオガス発電
時の排熱による季節間熱需給の例

A.現状設備（夏季に未利用熱発生）

熱供給部 熱需要部

ふん尿処理
メタン発酵槽

バイオガス
発電機排熱

重油
ボイラー

B.蓄熱池を用いた季節間蓄熱システム（冬季に未利用熱利用） 蓄熱システムの導入効果

蓄熱部

蓄熱池と貯湯槽
蓄熱池大きさ30×30×3m

熱需要部

園芸ハウス
を追加

熱供給部

バイオガス
発電機排熱

重油
ボイラー

※ハウスなし～1棟では、
バイオガス発電機の排熱のみを利用
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